
パブリックコメント後の修正点（新旧対照表） 

 

通番 頁 パブコメ前 修正 

１ 目次 

 

 

文言修正・追加 

 

資料５ 



通番 頁 パブコメ前 修正 

２ P1-1 
 

1.1 基本構想策定の背景 

文言修正 

1.1 基本構想策定の背景と位置づけ 

３ P1-1 

 

(1) 「バリアフリー法」制定の背景 

文言修正 

(1) 「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」制定の

背景 

４ P1-2 

 

●交通バリアフリー法とハートビル法 

鉄道やバスをはじめとする公共交通機関に加え、鉄道駅等の周辺の道

路や駅前広場、通路等の連続した移動経路の移動の円滑化を推進し、移

動環境の総合的なバリアフリー化を推進するために、「高齢者、身体障害

者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化に関する法律（交通バリア

フリー法）」が平成 12 年 11 月に制定されました。本市においても、交通

バリアフリー法を受け、平成 15 年に阪急南茨木駅周辺地区の基本構想を

策定し、バリアフリー化を推進してきました。 

一方、建築物については、平成６年に「高齢者、身体障害者等が円滑

に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律（ハートビル法）」が

制定され、不特定多数の人々が利用する一定規模（2,000 ㎡）以上の建

築物の建築等において移動等円滑化基準への適合が義務づけられまし

た。 

文言修正 

●交通バリアフリー法とハートビル法 

鉄道やバスをはじめとする公共交通機関に加え、鉄道駅等の周辺の道

路や駅前広場、通路等の連続した移動経路の移動の円滑化を推進し、移

動環境の総合的なバリアフリー化を推進するために、国土交通省所管の

「高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化に関す

る法律（以下、交通バリアフリー法）」が平成 12 年 11 月に制定されまし

た。本市においても、交通バリアフリー法を受け、平成 15 年に阪急南茨

木駅周辺地区の基本構想を策定し、バリアフリー化を推進してきました。 

一方、建築物については、平成６年９月に同省所管の「高齢者、身体

障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律（以

下、ハートビル法）」が制定され、不特定多数の人々が利用する一定規模

（2,000 ㎡）以上の建築物の建築等において移動等円滑化基準への適合

が義務づけられました。 



通番 頁 パブコメ前 修正 

５ P1-2 

 

●バリアフリー法の制定  

以上のように、従来は交通バリアフリー法により公共交通機関の駅

等を中心とした重点整備地区の移動環境のバリアフリー化が、またハ

ートビル法により不特定多数の人々が利用する商業施設やホテル、病

院、学校等のバリアフリー化が義務付けられていました。これに対し、

ユニバーサルデザイン政策大綱に示されたユニバーサルデザインの

考え方をふまえた規定を盛り込み、バリアフリー化を「点」や「線」

から「面」へ広げるため、交通バリアフリー法とハートビル法を統合

しバリアフリー法が制定されました。 

文言修正 

●バリアフリー法の制定  

以上のように、従来は交通バリアフリー法により公共交通機関の駅

等を中心とした重点整備地区の移動環境のバリアフリー化が、またハ

ートビル法により不特定多数の人々が利用する商業施設やホテル、病

院、学校等のバリアフリー化が義務付けられていました。これに対し、

ユニバーサルデザイン政策大綱に示されたユニバーサルデザインの

考え方をふまえた規定を盛り込み、バリアフリー化を「点」や「線」

から「面」へ広げるため、国土交通省所管のもとに、平成 18 年 12

月に交通バリアフリー法とハートビル法を統合しバリアフリー法が

制定されました。 

６ P1-2 

 

 

図修正 

 

修正 



通番 頁 パブコメ前 修正 

７ P1-6 

 

参考：バリアフリーとユニバーサルデザインの違い 

項目 バリアフリー ユニバーサルデザイン 

考え方 ハードや制度などの既存の社会的な障壁を
取り除いて改善 

ものづくり等を始める時から全ての人が使いやす
いように考慮 

対象 主に障害者、高齢者等を対象として特定のケ
ースに個別に配慮 

全ての人が共用できる 

コスト 建築物などのハードの場合、様々なケースに
配慮するため設置者側での費用負担も大きく
なる 

最初から誰にも使えるような配慮をしているた
め、事後的な負担がないか、もしくは少ない 

例１ 階段昇降機（後から
リフトを付けたことで
車いす利用者に対
応できるが、他の利
用者にはあまり利点
がない） 

エレベーター（車いすも
そのまま乗り込め、他
の利用者にも便利） 

例２ 障害者用トイレ（車
いす利用者以外の
障害者等は利用し
にくい） 

多目的トイレ（オストメイ
ト用洗浄機器、ベビーシ
ートなどの設備を設け
ることで、あらゆる利用
者に対応） 

  

文言追加 

参考：バリアフリーとユニバーサルデザインの違い 

 

８ P1-9 

 

重点整備地区内で実施される整備については、基本構想策定後に各事業

者が事業実施計画を作成し、随時事業を行うことになりますが、その計

画の目標年度は、平成 32年度とします。 

文言追加 

重点整備地区内で実施される整備については、基本構想策定後に各事業

者が事業実施計画を作成し、随時事業を行うことになりますが、その計

画の目標年度は、国が定める各施設等の整備目標年度でもある平成 32

年度とします。 

９ P2-1 
 

2.1 茨木市の概況 

文言修正 

2.1 茨木市の現況 

追加 



通番 頁 パブコメ前 修正 

10 P2-7 

 

＜関連計画：茨木市総合保健福祉計画（平成 27年３月見直し）＞ 

 

【基本施策】

〈取組内容〉
①施設等の整備促進
②移動・交通手段の充実
③暮らしやすい住まいの充実

【施策の方向】

【施策の方針】

（1）相互理解のための取組

（2）福祉教育の推進

（3）ユニバーサルデザインの
まちづくり

（1）生活環境の整備

（2）防災対策の充実

（1）地域支援機能の強化

（4）安心して暮らせる環境の
充実

（2）医療・介護の連携の推進

（5）在宅生活への支援

（3）虐待防止・権利擁護に関
する取組の推進

〈取組内容〉
①ユニバーサルデザインの視
点に立った生活環境の整備
②移動・交通手段の充実
③安心して暮らしやすい住ま
いの充実

〈取組内容〉
①安全・安心な住環境の整備
②福祉のまちづくりの推進
③移動手段の充実

 

 

 

 

出典： 茨木市総合保健福祉計画<<総括>>分野別計画 
 茨木市高齢者保健福祉計画（第７次）・茨木市

介護保険事業計画（第６期） 
赤字：障害者等の移動・交通に関連する項目 

「茨木市総合保健福祉計画≪総括≫ 分野別計画 茨木市地域
福祉計画（第２次）」、「茨木市総合保健福祉計画≪総括≫ 分

野別計画 茨木市障害者施策に関する第３次長期計画・茨木市障
害福祉計画（第４期）」、「茨木市総合保健福祉計画≪総括≫ 分
野別計画 茨木市高齢者保健福祉計画（第７次）・茨木市介護保

険事業計画（第６期）」をもとに作成 

 

文言削除 

＜関連計画：茨木市総合保健福祉計画（平成 27年３月見直し）＞ 

 

【基本施策】

〈取組内容〉
①施設等の整備促進
②移動・交通手段の充実
③暮らしやすい住まいの充実

【施策の方向】

【施策の方針】

（1）相互理解のための取組

（2）福祉教育の推進

（3）ユニバーサルデザインの
まちづくり

（1）生活環境の整備

（2）防災対策の充実

（1）地域支援機能の強化

（4）安心して暮らせる環境の
充実

（2）医療・介護の連携の推進

（5）在宅生活への支援

（3）虐待防止・権利擁護に関
する取組の推進

〈取組内容〉
①ユニバーサルデザインの視
点に立った生活環境の整備
②移動・交通手段の充実
③安心して暮らしやすい住ま
いの充実

〈取組内容〉
①安全・安心な住環境の整備
②福祉のまちづくりの推進
③移動手段の充実

 

 

 

 

出典： 茨木市総合保健福祉計画<<総括>>分野別計画 
 茨木市高齢者保健福祉計画（第７次）・茨木市

介護保険事業計画（第６期） 
赤字：障害者等の移動・交通に関連する項目 

「茨木市総合保健福祉計画≪総括≫ 分野別計画 茨木市地域
福祉計画（第２次）」、「茨木市総合保健福祉計画≪総括≫ 分

野別計画 茨木市障害者施策に関する第３次長期計画・茨木市障
害福祉計画（第４期）」、「茨木市総合保健福祉計画≪総括≫ 分
野別計画 茨木市高齢者保健福祉計画（第７次）・茨木市介護保

険事業計画（第６期）」をもとに作成 

 

11 P2-9 
 

2.2 施設の概況 

文言修正 

2.2 施設の現況 

削除 



通番 頁 パブコメ前 修正 

12 P2-16 

 

 

文言修正・追加 

 



通番 頁 パブコメ前 修正 

13 P2-17  

文言追加 

※アンケート調査結果、ヒアリング調査結果は、参考資料 1、および

2に掲載 

14 P2-24 

 

● 障害への理解 

● 危険な歩きタバコ（車いす・ベビーカー等） 

文言修正 

● 障害への理解を深める 

● 危険な歩きタバコの防止 

15 P2-25 

 

● 移動困難者に対する移動支援のあり方について検討（例：福祉タ

クシー・福祉有償運送等） 

文言修正 

● 移動困難者に対する移動支援の充実を図る（例：福祉タクシー・

福祉有償運送等） 

16 P3-1 
 

「カタチ」の表記 

文言修正 

「かたち」に修正 

17 P3-4 
 市内の主要な経路であり、要望が高く地元との調整が可能な交差点

については、音響信号の設置を検討してきます。 

 市内の主要な経路であり、要望が高く地元との調整が可能な交差点

については、音響信号の設置を検討していきます。 

18 P3-4 

 

なお、大阪府福祉のまちづくり条例は、建築物に関して、バリアフリ

ー法よりも対象用途の追加・規模の引下げ・基準の付加を行ったもの

であり、大阪府福祉のまちづくり条例の適合を目指していきます。 

 

なお、大阪府福祉のまちづくり条例は、建築物に関して、バリアフリ

ー法よりも対象用途の追加・規模の引下げ・基準の付加を行ったもの

であり、既存の建築物で基準を満たしていないものについては大阪府

福祉のまちづくり条例の適合を目指していきます。 

19 P4-17 

 

 

文言修正 

 



通番 頁 パブコメ前 修正 

20 P5-12 

 

 

写真差替 

 



通番 頁 パブコメ前 修正 

21 P5-16 

 

 

文言修正・追加 

 

22 P5-40 

 

 

文言追加 

 

追加 

追加 

追加 

修正 

修正 

修正 



通番 頁 パブコメ前 修正 

23 P5-48 
 

ホームページだけでなく多用な媒体の利用を検討 

文言修正 

ホームページだけでなく多様な媒体の利用を検討 

24 参-1 

 

  

図移動、図削除 

  

参-1に移動 
削除 



通番 頁 パブコメ前 修正 

25 参－40  

文言追加 

ノーマライゼーション 

障害の有無に関わらず、誰でも普通の暮らしができる社会 

26 参－40  

文言追加 

歩専 

歩行者専用道路のことで、道路全体が歩行者のみ利用できる道路 

 


